
栃木県といえば「とちまるくん」。さくら市には「コン太くん」
も…。それぞれの地域で親しまれているマスコットキャラクタ
ー。そこで本校でも、児童会が全校児童に「押上小だけのオリジ
ナルのマスコットキャラクターを作ってみよう」と呼びかけまし
た。どの作品も、学校を愛し、これからも学校を大事にしていこ
うという気持ちが伝わってきました。その後、個人で応募したキ
ャラクターが各学年で選考され、学年代表２点の計 12 点が昇降
口前に掲示されました。その代表 12 点の中から、本校児童と教
職員、さくら市教育長と市教委の指導主事や社会教育主事の投票
が行われグランプリ作品が決定しました。見事グランプリに選ば
れたキャラクターは、「おしピョン」（作 ６年 木村優姫奈さん）
です。このあと岩﨑 PTA会長等の協力を得て、この手描きのデ
ザインをデータ化していただきます。そして、勉強や運動バージ
ョン、読書バージョンなど、これからのみなさんの生活の中にたくさん登場する予定です。

７月 21日(木)から、子どもたちが楽しみにしている夏休みを迎えます。
学校では、子どもたちが有意義な夏休みを送ることができるよう、これまでの学習や生

活の振り返りを行いました。特に、子どもたちには、夏休み中であっても目標をもって過
ごすよう指導してきました。夏休みは普段なかなかできない体験ができたり、新しいこと
に挑戦したりする絶好の機会です。その様々な体験が、知的好奇心を喚起するとともに、
考える力や判断する力、表現する力の基礎を養い感性を豊かにするものと考えています。
また、生活のリズムを崩さないよう、規則正しい生活（特に「早寝、早起き、朝ご飯」）を心がけると

ともに、「３つのあ」の「あんぜん・あいさつ・あとしまつ」を意識して、特に安全には十分に留意をし、
交通事故や水の事故にあわないようお声かけをお願いいたします。そして、８月 29日(月)には、さらに
パワーアップした元気いっぱいの押小っ子たちに会えることを楽しみにしています。
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７月 11日(月)の２～３時間目、５年生が蒲須坂の用水路「オッ
ケ堀」で魚を放流しました。
この活動は、地区内を流れる農業用水路「オッケ堀」の周辺を昔

の環境に戻したいと活動を続けている「蒲須坂農根の会（大久保睦
会長）」の皆様の協力をいただき、本校５年生が「総合的な学習の
時間」（授業）として位置付けて行っている体験学習です。この日
の１時間目には、事前学習として「地域の自然に関する学習」を行
いました。講師として「うじいえ自然に親しむ会」の加藤啓三さん
にお越しいただきました。この事前学習で学んだことを踏まえ、ウ
グイやシマドジョウ、オイカワなどを放流しました。
魚の放流体験後、子どもたちは、「蒲須坂農根の会」事務局長の

髙柳勝三さんのハーモニカの伴奏のもと、「故郷（ふるさと）」や「ど
じょっこ ふなっこ」を合唱しました。
こうした活動が、地域の自然を大切にしていく子どもたちを育

てていると感じています。「蒲須坂農根の会」をはじめ、関係者の
みなさま、いつも本当にありがとうございます。

７/12(火)の２・３時間目に、４・５・６年が交通安全教室「ブリ
ッツェンによる自転車安全教室」を行いました。講師には、宇都宮
ブリッツェンの「阿部嵩之選手」と「西村大輝選手」に、そして進
行役として栃木県警の「戸井田拓郎さん」にお越しいただきました。
まず２時間目に、戸井田さん進行のもと、阿部選手と西村選手の
お二人を講師に自転車の安全な乗り方等についての講話をオンラ
インで配信しました。子どもたちは教室で、その様子を見ながら楽
しく学習していました。戸井田さんの進行もわかりやすく、楽しい
雰囲気の中、真剣に話を聞くことができました。オンラインによる
学習が終わった後は、校庭で自転車実技指導です。
３時間目の自転車実技指導では、校庭に並べられたカラーコーン
で作られたコースをスピードやハンドルをコントロールしながら、
自転車を操縦します。急いだり慌てたりするとうまくいきません。
安全を確認しながら落ち着いて自転車に乗ることが大切です。
閉会行事では、児童を代表し６年市川琢磨さんが「お礼の言葉」
を述べました。また、ブリッツェンからは、「阿部選手と西村選手
の『サイン色紙』」、さらに参加した児童に対し、「弱虫ペダルとブ
リッツェンがコラボした『自転車運転免許証』」と「自転車に付け
る反射板」をいただき、６年岡本獅羽さんが代表して受け取りまし
た。本当にありがとうございました。宇都宮ブリッツェンのＨＰに
も押上小学校が取り上げられています。<m(__)m>


